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主要日程
2023年度 江戸川大学 主要日程

8月
 　1（火）

　前期定期試験 

 　2（水）〜 10（木）
　前期集中講義

   5（土）
　オープンキャンパス

    11（金・祝）
　（山の日）
   夏期休業開始

 　11（金）〜 17（木）
　事務局完全閉鎖

 　21（月）
　前期追試験許可者発表

 　22（火）〜 23（水）
　前期追試験

  　25（金）〜 26（土）
　オープンキャンパス

10月
   2（月）〜 6（金）
　追加履修登録・
　登録確認

 　9（月・祝）
　（スポーツの日）

3月
　 1（金）
　卒業生発表

  　5（火）
　一般選抜 3 期

 　15（金）
　卒業式

  　16（土）
　卒業記念パーティ

   20（水・祝）
　（春分の日）

   23（土）
　オープンキャンパス

2月
　 6（火）〜 7（水）
　一般選抜 1 期

 　9（金）
　後期追試験許可者発表

 　11（日・祝）
　（建国記念の日）

 　12（月）
　（振替休日）

 　13（火）〜14（水）
　後期追試験

 　22（木）
　一般選抜 2 期
   留学生入試 2 期

 　23（金・祝）
　（天皇誕生日）

12月
 　5（火）
　授業調整日

 　9（土）
　学校推薦型選抜2期
　留学生入試 1期

　11（月）
　卒業論文提出日

 　23（土）
　年内通常授業最終日

 　25（月）〜 28（木）
　後期集中講義

  　29（金）〜 31（日）
　事務局完全閉鎖

4月
　 3（月）
　入学式

　 4（火）〜 11（火）
　ガイダンス

　 12（水）
　前期通常授業開始

　 17（月）〜 20（木）
　教科書販売日

 　20（木）〜 26（水）
　履修登録・
　登録確認

　 25（火）
　江戸川ウォーク

　 29（土・祝）
　（昭和の日）

5月
 　3（水・祝）
　（憲法記念日）

　 4（木・祝）
　（みどりの日）

 　5（金・祝）
　（こどもの日）

  11（木）〜 12（金）  
   教科書販売日

 　14（日）
　オープンキャンパス

11月
 　1（水）
　学園祭準備日
    （授業なし）

 　2（木）〜 3（金・祝）
　学園祭

 　3（金・祝）
　入試相談会
 　（文化の日）

 　4（土）
　 学園祭片付日
　（授業なし）

 　5（日）
　創立記念日

  　6（月）〜 10（金）
   履修取消期間

  18（土）
　学校推薦型選抜1期

 　23（木・祝）

　（勤労感謝の日）

 　24（金）

　授業調整日

9月
   2（土）
　入試相談会

  9（土）
　オープンキャンパス

 　14（木）
　夏期休業終了

 　14（木）〜 20（水）
　後期集中講義

 　18（月・祝）
　（敬老の日）

  21（木）
　後期通常授業開始

 　23（土・祝）
　（秋分の日）

  　27（水）
　9月卒業式

    30（土）
　総合型選抜選考開始 
    〜 3 月 2 日まで

1月
 　1（月・祝）
　（元旦）

 　1（月）〜 4（木）
　事務局完全閉鎖

     5（金）
　後期集中講義

 　6（土）
　通常授業開始

 　8（月・祝）
　（成人の日）

 　13（土）〜14（日）
　大学入学共通テスト

 　22（月）
　後期通常授業終了

 　23（火）〜29（月）
　後期定期試験

 　31（水）
　優秀論文発表会

7月
    15（土）
　オープンキャンパス

　 17（月・祝）
　（海の日）
  　25（火）
　前期通常授業終了

 　26（水）〜 31（月）

　前期定期試験  

新型コロナウイルス感染症の影響などにより日程が変更になることがあります。

6月
  1（木）〜 7（水）
　履修取消期間

  11（日）
　オープンキャンパス
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主要行事
卒業おめでとう！

入学おめでとう！

第30回卒業式

第34回入学式
　

令
和
5
年
度
入
学
式
は
、
令
和

5
年
4
月
3
日
（
月
）
の
午
前
11
時

か
ら
人
間
心
理
学
科
、
経
営
社
会
学

科
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
、
午
後
2
時
か
ら
現
代
社
会
学
科
、

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、

情
報
文
化
学
科
が
対
面
で
式
典
を
挙

行
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
を
行

い
ま
し
た
。
新
入
生
は
対
面
か
オ
ン

ラ
イ
ン
を
各
自
希
望
に
よ
り
選
択
し

て
参
列
、
保
護
者
は
学
生
1
名
に
つ

き
2
名
ま
で
参
列
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
年
次
生
は
社
会
学
部
人
間
心
理

学
科
１
２
８
名
、
現
代
社
会
学
科
86

名
、
経
営
社
会
学
科
１
３
６
名
、
メ

デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
１
８
名
、
情
報
文
化
学
科
96
名
、

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
54

名
の
計
６
１
８
名
、
三
年
次
編
入
生

は
社
会
学
部
現
代
社
会
学
科
5
名
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
1

名
の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
宣
誓
は
、
午
前
が
佐
籘
文

音
さ
ん
（
経
営
社
会
）、
午
後
が
野

口
拓
玖
さ
ん
（
現
代
社
会
）
で
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

授
業
は
対
面
で
の
実
施
を
基
本
と
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
制
限
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
な

か
、
新
入
生
た
ち
は
新
し
い
学
生
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

佐藤文音さん

今年度から保護者も参列可能となりました

　

令
和
4
年
度
卒
業
式
は
、
令
和
5
年
3

月
15
日
（
水
）
に
午
前
・
午
後
の
２
部
制

で
挙
行
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
し
ま

し
た
。
卒
業
生
は
対
面
か
オ
ン
ラ
イ
ン
を

各
自
希
望
に
よ
り
選
択
し
て
参
列
、
保
護

者
は
卒
業
生
1
名
に
つ
き
2
名
ま
で
の
参

列
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
３
月
卒

業
生
は
、
社
会
学
部
人
間
心
理
学
科
82
名
、

現
代
社
会
学
科
88
名
、
経
営
社
会
学
科

１
１
１
名
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
０
１
名
、
情
報
文
化
学
科
82
名
、
こ
ど

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
44
名
の
計

５
０
８
名
で
し
た
。

　

学
年
首
席
で
学
長
賞
に
選
ば
れ
た
の

は
、岡
本
猛
さ
ん
（
人
間
心
理
）。
総
代
は
、

各
学
科
首
席
の
、
沼
㟢
杏
香
さ
ん
（
現
代

社
会
）、
永
野
麻
梨
萌
さ
ん
（
経
営
社
会
）、

田
島
寿
真
さ
ん
（
マ
ス
コ
ミ
）、
德
留
加
奈

さ
ん
（
情
報
文
化
）、
佐
藤
唯
香
さ
ん
（
こ

ど
も
）。
成
績
・
人
物
共
に
優
秀
で
、
各
学

科
か
ら
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
野
口

陽
平
さ
ん
（
人
間
心
理
）、
板
橋
真
緒
さ
ん

（
現
代
社
会
）、
杉
山
さ
つ
き
さ
ん
（
経
営

社
会
）、
野
津
め
ぐ
み
さ
ん
（
マ
ス
コ
ミ
）、

宮
山
竜
弥
さ
ん
（
情
報
文
化
）、
吉
波
里

峰
さ
ん
（
こ
ど
も
）。
千
葉
県
知
事
賞
は
海

老
島
陽
菜
さ
ん
（
マ
ス
コ
ミ
）。
千
葉
県
私

立
大
学
短
期
大
学
協
会
会
長
賞
は
浅
見
青

空
さ
ん
（
現
代
社
会
）、
全
国
保
育
士
養

成
協
議
会
会
長
賞
は
平
沢
真
由
さ
ん
（
こ

ど
も
）。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
お
い
て

著
し
い
活
動
が
あ
っ
た
学
生
か
ら
選
ば
れ

る
特
別
賞
に
は
、
大
川
颯
斗
さ
ん
（
経
営

社
会
）。
留
学
生
で
優
秀
な
成
績
を
修
め

た
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
留
学
生
特
別
賞
に

は
、
デ
ィ
ヌ
シ 

ニ
ワ
ル
タ
ナ 

ジ
ャ
ヤ
チ
ラ

カ
さ
ん
（
情
報
文
化
）。
指
定
強
化
部
に
お

い
て
著
し
い
活
動
が
あ
っ
た
学
生
か
ら
選

ば
れ
る
優
秀
ア
ス
リ
ー
ト
賞
に
は
、
中
谷

ま
ひ
る
さ
ん（
経
営
社
会
）。
よ
く
努
力
し
、

優
秀
な
成
績
を
修
め
、
本
学
の
名
声
を
高

め
た
学
生
か
ら
選
ば
れ
る
記
念
品
贈
呈
に

は
、
成
田
沙
耶
香
さ
ん
（
人
間
心
理
）、
坂

巻
貴
飛
さ
ん
（
情
報
文
化
）。
答
辞
に
は
、

浜
口
竜
さ
ん
（
経
営
社
会
）、
中
村
渚
咲

さ
ん
（
マ
ス
コ
ミ
）。
卒
業
生
代
表
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
式
次
第
に
お
さ
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
を
見
守
っ

て
き
た
先
生
方
の
卒
業
生
に
向
け
た
餞
の

言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会場の第二体育館の様子
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2023年度、新たに本学の教職員としてお迎えした10名をご紹介します。

新任教員の紹介
人事

　NHK で 30 年余り記者として主にスポーツ報道や
国際報道に従事しました。転勤の多い職場で札幌を
振り出しにサハリン、東京、アメリカ、オーストラリ
ア、大阪と国内外の各地を転々としてきました。
　行く先々で様々な出会いとご縁がありました。そ
のすべてが取材の糧となり、また良い思い出になっ
ています。
　大学は学生にとって新しい学びと友との出会いの
場であると思います。その出会いが素晴らしいもの
になるように、教員として少しでもサポートするこ
とができればと考えております。
　今回江戸川大学に教員としてご採用いただいたこ
と、大変光栄に思います。まだまだ大学教員として
学ぶことが多い毎日ですが、ご指導のほどよろしく
お願い申し上げます。

　読売新聞に記者として 35 年勤めていました。金
沢支局を振り出しに、科学部で天変地異、宇宙開発、
原子力、臓器移植などを担当し、ワシントン支局で
遭遇した同時テロでは司法省をカバーしました。そ
の後、シリコンバレー駐在を経て帰国し、医療部で
生殖医療や精神科医療の問題点や、超高齢社会での
医療・介護の見通しについて取材をしてきました。
　医療部長、論説委員としてコロナ担を終えた後、
こちらに来る直前には新しい新聞社のビジネスを考
える部署で、主にウェブサイトの運営もしてきまし
た。経験を踏まえ、若い人たちに役立つ新聞論を伝
えていきたいと思っております。よろしくお願いい
たします。

　教育社会学の切り口から幼児教育・保育を研究し
ております。
　「かくれたカリキュラム」や、教室の中で一方通行
で与えられるもの以外の教育に興味を持ってきまし
た。次代を育む保育の仕事は、これからますます大
切なものになりますので、幼稚園、保育園の実践の
場にいた経験も活かし、学生の皆さんにその魅力と
責任を伝えてまいりたいと思います。
　これから江戸川大学や地域に貢献するべく精一杯
の努力をしていく所存です。
　また、様々なキャリアやバックグラウンドをお持
ちの先生方に学び、自身もまだ成長発達していける
のではないかと期待しています。何卒、ご指導のほ
どよろしくお願い申し上げます。

メディアコミュニケーション学部
マス・コミュニケーション学科・教授
 出身地  ：神奈川県
 最終出身校  ：法政大学大学院社会学研究科社会学専攻修了、
修士（社会学）
 前職  ：NHK 国際放送局 World News 部
 主要担当科目  ：国際報道論 I・II、ドキュメンタリー論、災害報道論

メディアコミュニケーション学部
マス・コミュニケーション学科・教授
 出身地  ：千葉県
 最終出身校  ：京都大学理学部物理学科
 前職  ：読売新聞クロスメディア部専門委員
 主要担当科目  ：新聞論 I・II、メディアリテラシー、ジャーナリズム論

メディアコミュニケーション学部
こどもコミュニケーション学科・准教授
 出身地  ：神奈川県
 最終出身校  ：日本女子大学大学院人間社会研究科教育学専攻
博士課程前期修了、修士（教育学）
 前職  ：宇都宮共和大学子ども生活学部子ども生活学科、准教授
 主要担当科目  ：教育学概論（初等）、保育原理、教育・保育課
程論

中島 健夫
ナカジマ  タケオ

　大学学部では情報工学科を卒業し、自身が教職
課程を受講する中でプログラミング言語教育や数
学教育などに興味を持ちました。その後、大学院
と並行して非常勤講師としてプログラミング言語
教育に携わりました。
　前職では栃木県にある医科大学の情報基盤セン
ター所属の教員として、医学教育の情報化の推進
や各種システム運用、PC 教室のアクティブラーニ
ング対応化、情報リテラシー教育や学内の情報セ
キュリティへの啓蒙活動などを行ってまいりまし
た。本学では、プログラミングの授業を中心に担
当することとなりました。学生がコンピューター
とプログラミング言語をより深く理解できるよう
伝えてまいりたいと思います。皆様ご指導を賜り
ますと幸いです。よろしくお願いいたします。

　哲学と倫理学を専門にしており、19 ～ 20 世紀
に活躍したフランスの哲学者、アンリ・ベルクソ
ンの思想を研究してきました。とくに人間の「心」
がどう捉えられてきたかに関心をもって研究して
います。
　大学教員としては、本学でのアカデミック・ス
キル演習の非常勤講師を皮切りに、高崎経済大学、
上智大学で助教として初年次教育に関わってきま
した。人と話すのが好きな性分で、初々しい 1 年
生と毎年出会える本当に楽しい仕事だと思ってい
ます。他大学での経験も生かしつつ、江戸川大学
の初年次教育に貢献してまいる所存です。
　様々な研究分野の先生方とお話しすることを楽
しみにしています。学内で見かけましたらどうぞ
お気軽にお声がけください！

メディアコミュニケーション学部
情報文化学科・助教
 出身地  ：鹿児島県
 最終出身校  ：東京工業大学大学院社会理工学研究科人間行動シ
ステム専攻博士課程単位取得退学、博士（工学）
 前職  ：獨協医科大学情報基盤センター、助教
 主要担当科目  ：プログラミング I・II・III・IV、情報セキュリティ

基礎・教養教育センター・講師
 出身地  ：千葉県
 最終出身校  ：東京大学大学院人文社会系研究科基礎文化研究
専攻倫理学専門分野博士課程修了、博士（文学）
 前職  ：上智大学　基盤教育センター、特任助教
 主要担当科目  ：アカデミック・スキル演習 I・II、 哲学概論

上西 秀和　

カミニシ  ヒデカズ

中原  真祐子　

ナカハラ  マユコ

今村 麻子　

イマムラ  アサコ

館林 牧子　

タテバヤシ  マキコ
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新規役職者の紹介

新任職員の紹介

こどもコミュニケーション
学科長　

守屋 志保 教授

基礎・教養教育
センター長

岡田 大助 教授

学生部長　

中村 真 教授

　基礎・教養教育センターでは、教養教育、資格教育、
キャリア教育を大きな柱としてカリキュラム運営を行っ
ています。まずは、キャリアセンターと協力してキャリ
ア教育を充実させつつ、国際化と情報化という本学の方
針を踏まえ、担当教員とともに、英語、情報教育に継続
して力を入れてゆきます。加えて、教養教育においては、
学生さんたちが論理の基本的な力を身に付けてあらゆ
る物事を批判的に吟味し、ありのままの事実を見抜く力
を養いたいと思います。さらに、校歌に記された本学の
伝統的な教育理念・「古を今に学ぶ」すなわち古典に現
代の問題を解決するための良質な知恵を学び、心を養
い育てる本来の教養教育に力を入れてゆく所存です。

　本年度より、こどもコミュニケーション学科長を拝命
しました守屋です。コロナ禍において、実習や体験を
重視している本学科では、困難な状況に何度も直面し
ましたが、教職員の皆様の多大なご尽力で乗り切って
こられたと思っております。私自身は保育の専門では
ありませんが、スポーツを専門にしていますので、こど
も教育のスペシャリストが揃っている本学科でチーム
ワークを大切にしながら、学生に最善の教育を提供で
きるよう努力していきたいと考えております。不安では
ありますが、皆様にご指導いただきながら頑張ります。
よろしくお願いいたします。

　この度、学生部長を拝命いたしました。今年度は、
コロナ禍が終息しつつある状況の中で学生生活をコロ
ナ以前の状態に戻していくことが学生部の取り組みの
柱になろうかと存じます。この３年間、中止やオンラ
イン開催、または、規模を縮小しての開催を余儀なく
されてきた江戸川ウォーク、学園祭、卒業記念パーティ
などを以前と同じように開催することを通して学生た
ちが充実したキャンパスライフを過ごせるよう支援に
努める所存です。教職員の皆様におかれましては、こ
れらの行事にご理解ご協力を賜りますとともに、行事
への参加を通じた学生支援にお力添え下さいますよ
う、どうかよろしくお願い申し上げます。

　約 10 年間教務課にて、学生の履修相談や先生方の授
業運営等のサポート業務に従事してまいりました。この
度、専任職員として入学課に配属になり、学生募集のた
めの高校訪問や進路ガイダンス等に参加をして、新し
いことを吸収しながら刺激的な毎日を送っております。
　これまでに様々な職種や海外生活等を経験するなか
で、グローバルな視点で物事を考えて行動することやコ
ミュニケーションの重要性を学びました。今後はこの経
験を存分に活かして江戸川大学の素晴らしさをより多く
の方々に向けて発信し、 皆様の信頼を得ながら大学の発
展に貢献してまいる所存です。
　「明るく・楽しく・熱意を持って仕事をする」ことが
私のモットーですので、何かお役に立てることがありま
したら、いつでもお声がけいただければと思います。今
後ともどうぞよろしくお願いいたします。

事務局総務部入学課
 出身地  ：千葉県
 最終出身校  ：お茶の水外語学院総合英語科
 前職  ：学校法人江戸川学園江戸川大学学務部教務課、非常勤職員

大濵  幸子　

オオハマ  ユキコ

　大学では労働法の先生のゼミに所属し、塾講師のア
ルバイトにも取り組みました。コロナ禍ということも
あり自由が制約された中での学生生活を送りましたが、
様々な経験ができた 4 年間でした。
　私自身学生時代には、ゼミでの活動や就職活動にお
いて何度も大学職員の方々にお世話になりました。こ
れらの経験から、私自身も「学生や教員とより近い距
離で学生生活や研究活動のサポートをしたい」という
思いがありました。そのため、私の考えに近いこの江
戸川大学に入職することを決めました。まだまだ至ら
ぬ点も多々あると存じますが、皆さまからのご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

事務局学務部学生課
 出身地  ：岐阜県
 最終出身校  ：中京大学法学部法律学科

松山  和樹　

マツヤマ  カズキ

　この度、専任職員として教務課で勤めさせてい
ただくことになりました。より多くのことを学び、
成長する機会をいただけたこと大変嬉しく思って
おります。
　私は 2009 年より本学に入職いたしました。入
職してから派遣社員、非常勤職員として学術情報
課、教務課で窓口業務や学生支援等経験を積んで
まいりました。今までの経験を活かし、今後は専
任職員としてより一層貢献できるよう、精進して
まいります。
　また、本学の教職員、学生の皆様に対し、より
良い教育環境を提供できるよう、皆様と協力しな
がら努めてまいります。まだまだ至らない点が多々
あるかと思いますが、ご指導、ご鞭撻のほど、何
卒よろしくお願い申し上げます。

事務局学務部教務課
 出身地  ：茨城県
 最終出身校  ：国際短期大学
 前職  ：学校法人江戸川学園江戸川大学学務部教務課、非常勤職員

大澤  富美恵
オオサワ  フミエ

　前職では 15 年にわたって大学受験予備校にて高
校生や浪人生の学習面・生活面でのフォローを仕
事としておりました。過去に 2000 名を超える学
生と関わってきた中で感じたのは、「同じ生徒は二
人といない」ということです。一人ひとり感じる
こと考えることも違えば、成長の速度も異なりま
す。少し気を抜くと経験から先入観を持ってしま
いがちですが、話を聞き個人に寄り添わなければ、
目の前にいる学生のための真の教育はできないも
のと存じます。この度ご縁があり４月より就職課
業務に携わらせていただいております。これまで
の学生指導経験を生かしながら、学園に貢献でき
るよう精進して参ります。今後ともご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願いいたします。

事務局学務部就職課
 出身地  ：茨城県
 最終出身校  ：大東文化大学経済学部社会経済学科
 前職  ：学校法人駿河台学園駿台予備学校教務課、課長補佐

大野  和哉
オオノ  カズヤ

　大学では情報と図書館に関する知識について幅広
く学び、サークル活動ではイラストの制作を行って
いました。しかし、新型コロナウイルスの影響を大
きく受けた世代でもあり、オンライン形式の生活が
学生生活の大半を占めていました。学びはあったも
のの、心残りのある学生生活でした。
　就職活動をしていくうちに江戸川大学とのご縁が
あり、自分のように心残りのある学生生活を送って
ほしくないという思いから大学職員となる道を選び
ました。
　江戸川大学の学生の皆さんが学業だけでなく、課
外活動等にも参加し、充実した学生生活を送れるよ
うに精一杯努力していきたいと思います。至らない
点もあるかと存じますが、ご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願いいたします。

事務局総務部広報課
 出身地  ：群馬県
 最終出身校  ：筑波大学情報学群知識情報・図書館学類

岡本 大　

オカモト  ダイ
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人事

障害学生支援室長

村上 涼 准教授

　この度、障害学生支援室長を拝命いたしました村
上です。本学では、2023 年度より障害学生支援室
を設置し、合理的配慮の提供を求める学生に、大学
組織として配慮を提供していくことになりました。
遅くとも 2024 年度には、国公立大学だけでなく私
立大学においても、合理的配慮の提供が法的義務と
なり、コンプライアンスの面において、責任が伴う
ようになってまいります。そのため、今年度は支援
室の開室を整え、学生への配慮の提供がスムーズに
行える体制づくりを目指していきます。その過程に
おいて、教職員の皆さまに、ご協力をお願いするこ
とになるかと存じます。至らない点も多々あるかと
思いますが、精進して努める所存でございます。ど
うぞご指導ならびにお力添えを賜りますよう、よろ
しくお願い致します。

教職課程センター長

宮崎 孝治 教授

　今年度、教職課程センター長を拝命しました宮崎
です。前センター長の高橋先生の運営方針を踏襲し、
一人でも多くの教員を輩出することを目指したいと
思っています。コロナ蔓延の期間は模擬授業合宿、
教材開発フィールドワーク等が開催できず、十全な
学生支援とならなかったことに忸怩たる思いが残っ
ています。そのような環境においても、学生は教員
採用試験に合格し、また、教育系の大学院（上越教
育大学大学院、筑波大学大学院等）へ進学していま
す。この結果は、教職課程所属の教員のみならず、
学科の先生方や職員の方々の協力があっての賜物だ
と確信しています。今後も多くのご協力をいただき
ながら、学生の教職への思いを支援していきたいと
思っています。よろしくお願いいたします。

キャリアセンター長　

井上 一郎 教授

睡眠研究所所長　

浅岡  章一 教授

　この度、キャリアセンター長を拝命いたしました。
キャリアセンターでは、求人情報の紹介、あっせん
から、就職活動に関する相談や指導、資格取得の支
援や就職ガイダンスの実施・運営など、多岐にわた
る支援活動を総合的に実施しています。具体的には
1、2 年生向けのエドリルベーシック、3 年生向けに
は SPI、玉手箱などの試験対策（e ラーニング）を
無料でできるエドリルアドバンス、そして 4 年生に
はより具体的な個別相談も行っています。
　とはいえ、実際にはゼミ等での就活生向けのアド
バイスや相談対応などが非常に重要になります。教
職員のみなさま方のご協力、何卒よろしくお願い申
し上げます。

　本研究所は「眠りの不思議を解き明かし、眠りを
とおして社会に貢献する」という基本方針を掲げ、
2012 年に発足しました。それからの 11 年間、初代
所長の高澤則美先生、先代所長の福田一彦先生のも
と、研究知見の蓄積とともに研究成果の社会還元に
も力を入れ活動してまいりました。その結果、スタッ
フの数も倍近くに増え、研究環境も整備されてきま
した。研究所のより一層の発展を目指し、所長就任
に際し「外部により開かれた研究所とすること」、「研
究レベルの一層の向上を図ること」、「計画的・効率
的な研究所運営を実現すること」という 3 つの目標
を掲げました。この目標を実現すべく努力してまい
ります。

総合情報図書館長　

杉山 敏啓 教授

　大学教員の活動として教育と研究はクルマの両輪
に例えられることがあります。研究の成果が教育の
品質向上につながることは正に好循環といえます。
この両輪の活動支援は、大学図書館の重要な役割で
す。また、図書館は大学の顔と言われるように、蔵
書や設備、活動内容などは本学が目指す姿としてふ
さわしいものであることが期待されます。私はマネ
ジメント実務の経験がある大学研究者です。本学の
総合情報図書館が培ってきた長年の蓄積を大切にし
ながら、デジタル化をはじめ変化する時代に即した
新しい目線も取り入れて、図書館が教育研究環境の
充実に貢献できるように力を合わせて精進して参り
たいと思います。皆様方のご協力を何卒よろしくお
願い申し上げます。

新規役職者の紹介

【2023 年 4 月1日～ 2024 年 3 月31日】（１人）　　メディアコミュニケーション学部 教授　新井正彦　

【教員退職者（2023 年 3 月31日付）】（３人）　　
基礎・教養教育センター 教授　荒谷大輔
経営社会学科 特任教授　古城庸夫
こどもコミュニケーション学科 特任教授　浅川陽子

【職員退職者（2023 年 3 月31日付）】（３人）　　
法人事務局 総務部長　桑田知明
学術情報課 課長　坂井卓行
こどもコミュニケーション実習センター シニアマネージャー　鈴木忍

　今年度名誉教授を授与されたのは、荒谷大輔先生、古城
庸夫先生の２名です。
　名誉教授の称号は、江戸川大学の教授として退職した者で、
本学に教授として 10 年以上勤務し、教育上又は学術上特に

功績があった者や、年数に達しないが、教育上又は学術上の
功績が特に顕著であった者、本学の運営に関し功績が特に顕
著であった者に授与するものです。

再雇用者

退職者

名誉教授称号の授与
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親
睦
を
深
め
る
1
日
・
4
年
ぶ
り
の
開
催

　

令
和
5
年
4
月
25
日
（
火
）
に
第
21

回
目
の
江
戸
川
ウ
ォ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
4
年
ぶ
り
と
な
っ
た
江
戸
川
ウ
ォ
ー

ク
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
全
学
部
・
学

科
の
新
入
生
、
教
職
員
な
ど
合
わ
せ
て
約

７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
10
時
30
分
、

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
川
間
駅
近

く
の
公
園
に
集
合
し
、
開
会
式
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
川
堤
防
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
清
水
公
園
ま

で
の
約
5
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
が
緩
和
さ
れ
た
影
響
も
あ
り
、

明
る
い
笑
顔
を
見
せ
る
学
生
た
ち
も
い
ま

し
た
。

　

12
時
過
ぎ
に
清
水
公
園
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
に
到
着
し
た
後
は
、
基
礎
ゼ
ミ

ご
と
に
分
か
れ
、
炉
を
囲
み
な
が
ら
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
う
ち
わ
で
扇

い
で
火
お
こ
し
を
手
伝
っ
た
り
、
交
代
し

て
肉
や
野
菜
を
焼
く
な
ど
、
共
同
作
業
を

通
し
て
学
生
た
ち
の
会
話
も
弾
み
、
苦
労

し
な
が
ら
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
新
入
生
同
士
だ
け
で
な

く
、
教
職
員
と
の
交
流
も
で
き
、
親
睦
を

深
め
ら
れ
た
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
川
ウ
ォ
ー
ク

新
年
度
ガ
イ
ダ
ン
ス

学内行事

　

新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
対
面
と
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
を
織
り
交
ぜ
て
、
4
月
1

日
（
土
）
の
貸
与
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
学
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

海
外
研
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
科
別
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
資
格
科
目
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
2
年
生
以
上
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
、
学
科
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
英
語
履
修

説
明
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月
7

日（
金
）と
10
日（
月
）に
は
、
各
学
科
の
学

生
リ
ー
ダ
ー
が
指
導
教
員
の
岡
田
大
助
教

授
、
廣
田
有
里
教
授
、
林
香
織
教
授
と
共

に
、
対
面
の
時
間
割
作
成
相
談
会
を
開
催

し
、
新
入
生
の
疑
問
や
質
問
に
対
応
し
ま

し
た
。
学
生
リ
ー
ダ
ー
は
、4
月
12
日（
水
）

か
ら
26
日（
水
）ま
で
、
Ｂ
棟
1
階
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
前
に
履
修
相
談
室
を
設
置
し
、

履
修
登
録
の
仕
方
や
他
学
科
履
修
の
方
法

が
分
か
ら
な
い
な
ど
様
々
な
質
問
に
対
応

し
ま
し
た
。
新
入
留
学
生
を
対
象
と
し
た

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
3
月
22
日（
水
）に
対
面

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員
紹
介
、
学
生
生
活

の
諸
注
意
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
学
生

課
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
日
本
語
科
目
や
学

科
の
専
門
科
目
の
履
修
登
録
方
法
の
説
明

と
時
間
割
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は
、

実
用
日
本
語
検
定
（J.T

EST

）
を
実
施
し

た
後
、
在
学
留
学
生
と
の
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

天候にも恵まれました

親睦を深めました

みんなで和気あいあい

協力して BBQ 小口彦太学長の挨拶

河川敷をゼミ単位で歩きました

学生リーダーが丁寧に
教えました

履修のアドバイスを受け
ました
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教育活動
マ
ス
コ
ミ
学
科
・
本
多
悟
ゼ
ミ
が

ゼ
ミ
誌
『S

E
V

E
N

』
を
発
行

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
本

多
悟
ゼ
ミ
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
）
が
、

1
月
24
日
（
火
）
に
ゼ
ミ
誌
『SEV

EN

』
を

発
行
し
ま
し
た
。

　

本
多
ゼ
ミ
で
は
、
出
版
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

の
基
本
と
な
る
編
集
知
識
を
習
得
し
、
分
析
・

研
究
す
る
こ
と
で
一
生
使
え
る
「
編
集
力
」

を
身
に
付
け
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
、

企
画
、
取
材
、
撮
影
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
執
筆

な
ど
す
べ
て
の
制
作
工
程
を
学
生
が
主
体
と

な
り
雑
誌
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
3
年
次
の
ゼ
ミ
生
7
名（
石

田
芽
衣
さ
ん
、
伊
藤
紫
雲
さ
ん
、
戸
塚
若
葉

さ
ん
、
髙
城
和
未
さ
ん
、
髙
槗
奏
大
さ
ん
、

池
田
紅
花
さ
ん
、
増
田
彩
夏
さ
ん
）
は
、
大

学
生
が
今
い
ち
ば
ん
知
り
た
い
こ
と
を
7
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
ま
と
め
、『SEV

EN

』
と

題
し
て
ゼ
ミ
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。

情
報
文
化
学
科
が
特
別
講
義

「
３
Ｄ
ゲ
ー
ム
制
作
講
座
」を
実
施

　

情
報
文
化
学
科
は
2
月
21
日
（
火
）
か
ら

の
3
日
間
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
よ

り
マ
イ
ケ
ル 

ブ
ラ
ン
セ
准
教
授
を
特
別
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
ゲ
ー
ム
制
作
に
興
味
が

あ
る
学
生
を
対
象
に
「
３
Ｄ
ゲ
ー
ム
制
作
講

座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

春
休
み
期
間
中
に
実
施
し
た
本
特
別
講
義

で
は
、U

nreal Engine5

と
い
う
環
境
を
利

用
し
て
３
Ｄ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ゲ
ー
ム
の
作
り
方

を
学
び
ま
す
。
ブ
ラ
ン
セ
先
生
の
熱
心
で
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
指
導
を
受
け
、
ゲ
ー
ム
作
り
が

初
め
て
の
学
生
も
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
制
作
の
奥
深
い

世
界
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
か
ら
は
「
こ
の
技
術
が
他
の
も

の
に
も
応
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
自
分
で
考
え
た
新
し
い
ゲ
ー
ム
を
開

発
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
ゲ
ー
ム
制
作
を

通
し
た
深
い
学
び
に
つ
い
て
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

学
生
が
制
作
す
る
ラ
ジ
オ
番
組

『
江
戸
川
タ
イ
ム
ズ
』
で

ト
ル
コ
シ
リ
ア
地
震
に
つ
い
て
放
送

　

江
戸
川
大
学
マ
ス
コ
ミ
自
主
講
座
で
は
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
リ
ポ
ー
タ
ー
、
放
送
作
家

な
ど
を
め
ざ
す
学
生
が
参
加
し
て
「
ア
ナ
ウ

ン
ス
補
講
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
役
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
日
下
純
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
、
自
分
た
ち
で
制
作
し
た
番
組
を
月

1
回
、
東
京
葛
飾
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

「
か
つ
し
か
Ｆ
Ｍ
」
で
『
江
戸
川
タ
イ
ム
ズ
』

と
し
て
生
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
8
日
（
水
）
の
放
送
で
は
、
福
島
県
出

身
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
経
験
が
あ
る
1
年

生
の
卯
尾
さ
く
ら
さ
ん
（
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）
が
、
ト
ル
コ
シ
リ
ア
地
震
か
ら

1
か
月
と
い
う
特
集
を
放
送
し
ま
し
た
。

　

ト
ル
コ
在
住
の
オ
ル
ム
シ
ュ
由
香
さ
ん
に

現
地
の
最
新
情
報
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ま
だ

行
方
不
明
者
が
多
数
い
て
今
後
も
犠
牲
者
数

が
増
え
そ
う
な
こ
と
や
、地
震
直
後
は
メ
デ
ィ

ア
が
政
府
の
規
制
に
よ
っ
て
あ
ま
り
詳
細
が

報
じ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
人
が
動

画
投
稿
サ
イ
ト
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
投
稿

す
る
動
画
で
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ト
ル
コ
で
は
防
災
教

育
が
充
実
し
は
じ
め
た
の
は
最
近
の
こ
と
で

同
じ
地
震
国
で
も
日
本
と
の
違
い
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
学
生
の
視
点
を
生
か
し
た
興
味
深
い
番
組

を
放
送
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が

公
務
員
保
育
士
採
用
模
擬
試
験
を
実
施

　

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、

公
務
員
保
育
士
試
験
対
策
と
し
て
、
学
内
で

模
試
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度

は
4
月
25
日
（
火
）
に
行
わ
れ
、
29
名
の
学

生
が
模
試
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

公
務
員
保
育
士
の
採
用
選
考
で
は
、
教
養

と
専
門
の
筆
記
試
験
が
ほ
ぼ
必
須
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で

は
、
ま
ず
は
模
擬
試
験
を
受
け
て
も
ら
っ
て

対
策
を
す
す
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
意
図
で
学
内
で
模
試
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
科
が
模
試
受
験
料
を

補
助
し
、
学
生
は
５
０
０
円
で
受
験
が
可
能

で
す
。
す
で
に
対
策
を
進
め
て
い
て
、
実
力

を
測
る
た
め
に
受
け
る
学
生
も
い
ま
す
。
幼

稚
園
教
諭
専
門
試
験
模
試
を
追
加
で
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。　
　

本多ゼミ発行誌

指導を受けながら、
ゲームを完成させました

模試にチャレンジしました

日下純先生と学生達
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研究活動
現
代
社
会
学
科
・
野
上
玲
子
講
師
が

日
本
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
学
会
主
催

「
第
３
回
若
手
の
会
セ
ミ
ナ
ー
」で
講
演

　

社
会
学
部
現
代
社
会
学
科
・
野
上
玲
子
講

師
が
3
月
19
日（
日
）、日
本
体
育・ス
ポ
ー
ツ・

健
康
学
会
が
主
催
す
る
第
3
回
若
手
の
会
セ

ミ
ナ
ー
「
ア
ー
リ
ー
キ
ャ
リ
ア
の
過
ご
し
方

と
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
︱
博
論
・
就
職
・
テ
ニ
ュ

ア
」
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
若
手
研
究
者
へ
の
支
援

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
学
会
や
関
連
組
織
に

提
言
す
る
た
め
の
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野
上
講
師
は
、「
仕

事
・
子
育
て
・
博
論
」
を
同
時
に
経
験
し
て

き
た
な
か
で
の
困
難
や
、
女
性
が
子
育
て
し

な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
へ
の
必
要
な

支
援
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
科
・
中
島
慶
二
教
授
監
修
の

『
ア
ウ
ト
ド
ア
六
法
』が
出
版

　

社
会
学
部
現
代
社
会
学
科
の
中
島
慶
二
教
授

（
江
戸
川
大
学
国
立
公
園
研
究
所
所
長
）
が
監

修
し
た
『
ア
ウ
ト
ド
ア
六
法 

正
し
く
自
然
を

楽
し
み
、
守
る
た
め
の
法
律
』（
山
と
溪
谷
社
）

が
3
月
14
日
（
火
）
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
登

山
・
キ
ャ
ン
プ
・
釣
り
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
な
ど
を
は
じ

め
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
マ
ナ
ー
・
ル
ー

ル
な
ど
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
な
い
ま
ま
、
知

ら
な
い
う
ち
に
違
法
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
書
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関
す
る
複
雑
に

絡
み
合
っ
た
法
律
を
、「
山
」「
川・湖
沼
」「
海
」

「
都
市
近
郊
・
公
園
」
と
い
っ
た
場
所
ご
と
に

章
分
け
し
て
解
説
し
た
上
で
、
各
章
の
中
で

比
較
的
メ
ジ
ャ
ー
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
意
点
や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を

設
置
し
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

経
営
社
会
学
科
・
杉
山
敏
啓
教
授
が
公
正

取
引
委
員
会
競
争
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
の

C
P

R
C

セ
ミ
ナ
ー
で
講
演

　

社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
の
杉
山
敏
啓
教

授
が
2
月
3
日
（
金
）、
公
正
取
引
委
員
会
競

争
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
のCPRC

セ
ミ
ナ
ー

で
「
銀
行
業
の
競
争
度
と
地
域
金
融
へ
の
影

響
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

CPRC

セ
ミ
ナ
ー
は
公
正
取
引
委
員
会
競

争
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が
将
来
の
研
究
課
題

の
発
掘
等
に
資
す
る
た
め
に
、
競
争
政
策
上

の
課
題
に
つ
い
て
有
識
者
に
よ
る
講
演
を
定
例

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

杉
山
教
授
は
著
書
『
銀
行
業
の
競
争
度
︱
地

域
金
融
へ
の
影
響
』（
日
本
評
論
社
２
０
２
１
）

で
議
論
し
た
内
容
を
要
約
し
た
上
で
、
銀
行
業

の
競
争
度
合
い
を
、
店
舗
内
店
舗
（
ブ
ラ
ン
チ・

イ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
）
を
補
正
し
た
最
近
の
実
店

舗
数
デ
ー
タ
に
よ
る
計
測
結
果
で
提
示
し
な
が

ら
、
地
域
金
融
の
寡
占
化
が
進
む
こ
と
に
よ
る

借
り
手
等
利
用
者
お
よ
び
金
融
機
関
経
営
へ
の

影
響
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

経
営
社
会
学
科
・
関
根
直
樹
教
授
が

『
日
経
ク
ロ
ス
ト
レ
ン
ド
』に
寄
稿

　

社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
の
関
根
直
樹
教
授

が
、
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
す
る
記
事
を

『
日
経
ク
ロ
ス
ト
レ
ン
ド
』
に
寄
稿
し
ま
し
た
。

　

関
根
教
授
は
「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
音
楽
を
双

方
に
発
信　

沖
縄
発
音
楽
フ
ェ
ス
」
と
題
し
た

記
事
で
、
２
０
２
３
年
2
月
18
日
（
土
）
と
19

日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
「M

usic Lane Festival 
O

kinaw
a

」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

先
行
す
る
音
楽
フ
ェ
ス
「
東
京
国
際
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（TIM

M

）
と
の
比
較

か
ら
の
特
性
の
指
摘
、
自
身
が
2
日
間
フ
ェ
ス
に

実
際
に
参
加
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
タ
イ
、

台
湾
、
沖
縄
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
紹
介
、
イ
ベ
ン

ト
創
設
者
の
野
田
隆
司
氏
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
沖

縄
発
の
新
し
い
音
楽
フ
ェ
ス
の
魅
力
と
将
来
性

を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
伝
え
て
い
ま
す
。

情
報
文
化
学
科
・
玉
田
和
恵
教
授
が

「
ス
マ
ホ
時
代
の
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」で
講
演

　

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
情

報
文
化
学
科
の
玉
田
和
恵
教
授
が
3
月
4
日

（
土
）、
広
島
市
東
区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
「
ス
マ
ホ
時
代
の
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
」
で
講
演
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会

場
で
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
な
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
、

広
島
県
、
広
島
市
教
育
委
員
会
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
時
代
に
対
応
し
た
青
少
年
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
中
国
連
絡
会
及

び
広
島
市
電
子
メ
デ
ィ
ア
協
議
会
と
の
共
催

で
、
教
育
関
係
者
、
保
護
者
等
、
青
少
年
の

指
導
的
立
場
に
あ
る
方
々
を
対
象
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
田
教
授
は
講
演
で
、GIGA

ス
ク
ー
ル

時
代
を
迎
え
「
な
ぜ
、
今
、
情
報
モ
ラ
ル
が

重
要
か
」「
情
報
モ
ラ
ル
問
題
解
決
力
の
育
成
」

「
新
た
な
る
課
題
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。

スマホ時代の子育てセミナー
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え
ど
が
わ
・
こ
ど
も
サ
ロ
ン
開
催

　

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
が

3
月
8
日
（
水
）、「
え
ど
が
わ
・
こ
ど
も
サ

ロ
ン
」
を
Ｄ
棟
の
多
目
的
室
で
10
時
か
ら
12

時
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
流
山
市
内
の
第
一

子
の
お
子
様
（
0
歳
か
ら
1
歳
位
ま
で
）
と

保
護
者
を
対
象
に
し
た
親
子
の
集
い
の
場
で
、

9
組
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ま
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

榊
原
貴
子
氏
に
よ
る
リ
ズ
ム
で
ふ
れ
あ
っ

て
遊
ぶ
「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
か
ら
始
ま
り
、

た
っ
ぷ
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

関
わ
り
あ
う
「
自
由
遊
び
」
の
ほ
か
、
こ
ど

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
が
読

み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
は
、
お
母
さ
ま
と
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
に
思
わ
ず
笑
い
声
を
あ
げ
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
勢
い
よ
く
動
か
し

て
み
た
り
、
お
隣
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ず

り
ば
い
を
し
て
み
た
り
と
い
う
元
気
で
愛
ら

し
い
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
お
母
さ
ま
か
ら
は
「
電
子
ピ
ア
ノ
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が

楽
し
め
ま
し
た
」「
初
め
て
リ
ト
ミ
ッ
ク
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」
等
の

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ま
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
子
育
て
支
援
へ
の
や
り
が
い
を

感
じ
た
1
日
で
し
た
。

演
劇
愛
好
会
「
居
残
り
の
会
」
が

「
名
前
の
な
い
演
劇
祭 

黄 

」
で
公
演

　

演
劇
愛
好
会
「
居
残
り
の
会
」
が
「
名
前

の
な
い
演
劇
祭 

黄
」
で
初
め
て
の
外
部
公
演

を
行
い
ま
し
た
。「
居
残
り
の
会
」
は
、
か
っ

て
講
義
『
人
間
学
総
合
基
礎
演
習
』
で
演
劇

を
公
演
し
て
い
た
一
部
の
学
生
が
結
束
し
発

足
さ
せ
た
サ
ー
ク
ル
「
演
劇
愛
好
会
」
の
愛

称
で
す
。

　
「
名
前
の
な
い
演
劇
祭 

黄
」
は
、
東
京
都

の
北
池
袋
・
中
板
橋
に
て
開
催
し
た
38
団
体

に
よ
る
14
日
間
の
演
劇
祭
で
す
。
同
会
は
3

月
28
日
（
火
）
15
時
か
ら
、
演
目
「
幸
福
総

量
保
存
則
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
す
。「
幸
福
と

は
何
だ
ろ
う
か
？
幸
福
は
い
つ
訪
れ
る
の
だ

ろ
う
か
？
解
な
き
問
い
に
悩
む
、
不
運
な
2

人
の
女
子
大
生
。『
人
生
で
経
験
す
る
幸
福
の

総
量
は
必
ず
保
存
さ
れ
る
』
と
い
う
愚
説
が
、

2
人
の
男
と
出
会
う
こ
と
で
、
徐
々
に
現
実

味
を
帯
び
て
い
く
…
」

研究活動
⼈
間
⼼
理
学
科
・
山
本
隆
⼀
郎
教
授
が
分
担
執

筆
し
た
睡
眠
障
害
に
関
す
る
ム
ッ
ク
本
が
出
版

　

社
会
学
部
人
間
心
理
学
科
・
山
本
隆
一
郎
教

授
が
分
担
執
筆
し
た
『jm

edm
ook85 

あ
な

た
も
名
医
！　

い
ま
知
っ
て
お
き
た
い
現
代
の

睡
眠
障
害
』
が
4
月
25
日
（
火
）
に
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
本
隆
一
郎
教
授
は
、「
3
章 

医
療
者
が

知
っ
て
お
く
べ
き
睡
眠
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

⒏
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）

と
睡
眠
」
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
本
節
で
は
、

CO
V

ID
-19

に
伴
う
睡
眠
の
問
題
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
害
事
象
や
有
効
性
と
睡

眠
と
の
関
連
、CO

V
ID

-19

の
流
行
に
伴
う

人
々
の
睡
眠
の
変
化
と
睡
眠
問
題
対
策
に
つ
い

て
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

⼈
間
⼼
理
学
科
・
石
橋
美
香
子
講
師
ら
の
共
著

論
文
が『Scientific R
eports

』に
掲
載

　

社
会
学
部
人
間
心
理
学
科
・
石
橋
美
香
子

講
師
ら
の
共
著
論
文
が
4
月
24 

日
（
月
）、
自

然
科
学
系
全
般
を
扱
う
査
読
付
き
学
術
誌

「Scientific Reports

」（nature research

）

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
論
文
は
、
子
ど
も
が
就
寝
時
に
毛
布
や

ぬ
い
ぐ
る
み
を
用
い
る
要
因
や
睡
眠
問
題
と
の

関
連
を
検
討
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
結
果
で
は
、
睡
眠
時
に
ぬ
い
ぐ
る
み

を
用
い
て
い
る
子
ど
も
は
、
不
安
に
な
り
や
す

い
傾
向
が
あ
る
こ
と
、ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
、

養
育
者
や
き
ょ
う
だ
い
と
一
緒
に
寝
て
い
る
と

き
で
あ
っ
て
も
、
就
寝
時
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を
用

い
て
い
る
こ
と
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
使
用
と
睡
眠

問
題
と
の
間
に
特
別
な
関
連
性
は
示
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
子
ど
も
が
ぬ
い
ぐ
る
み
を
睡
眠
時

に
用
い
る
の
は
、
養
育
者
の
不
在
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
不
安
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
営
社
会
学
科
・
広
岡
勲
教
授
が
松
井
秀
喜
氏

と
と
も
に
特
別
講
演

　

社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
・
広
岡
勲
教
授

が
、
巨
人
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
な
ど
で
活
躍
し
た

松
井
秀
喜
氏
と
と
も
に
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
第
１
２
３
回
日
本
外
科
学
会

定
期
学
術
集
会
」
で
特
別
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
人
に
な
い
武
器
を
ど
う
身
に
つ
け
る
の

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、

松
井
秀
喜
氏
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
挑
戦
を
共

に
歩
み
支
え
た
広
岡
勲
教
授
が
聞
き
手
を

務
め
ま
し
た
。
松
井
氏
は
、
高
校
時
代
、
巨

人
時
代
の
話
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
挑
戦
、
そ
し
て

２
０
０
９
年
に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
Ｍ
Ｖ

Ｐ
に
な
る
な
ど
、
頂
点
に
立
つ
ま
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
し
ま
し
た
。
話
題
は
エ
ン
ゼ

ル
ス
・
大
谷
翔
平
選
手
に
も
及
び
ま
し
た
。

大
盛
況
と
な
っ
た
講
演
の
様
子
は
、
マ
ス
コ

ミ
各
社
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

えどがわ・こどもサロン
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こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の

研
究
員
が
千
葉
県
生
涯
大
学
校
の
講
師
を
担
当

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の
研

究
員
が
、
令
和
4
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学
校

東
葛
飾
学
園
健
康
・
生
活
学
部
の
講
師
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
は
浅
川
陽
子
特
任
教
授
が
「
こ

ど
も
と
の
関
わ
り
絵
本
学
」（
6
月
9
日
、
8

月
4
日
）、
大
塚
紫
乃
准
教
授
が
「
子
ど
も

の
心
と
成
長
」（
9
月
8
日
、
9
月
15
日
）、

２
０
２
３
年
は
猶
原
和
子
特
任
教
授
が
「
昔

遊
び
を
子
ど
も
に
伝
え
る
」（
1
月
8
日
、
2

月
1
日
）、
村
上
涼
准
教
授
が
「
昔
と
今
の
子

育
て
事
情
」（
3
月
6
日
、
3
月
13
日
）
と
い

う
演
目
で
講
義
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
地
域
で
子

育
て
を
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
」「
自
分
の
世
代
の
子
育
て
を
、
次
世

代
に
合
っ
た
形
で
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
し
た
表
情

で
学
び
楽
し
む
姿
が
み
ら
れ
、
活
力
あ
ふ
れ

る
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
教
育
研
究
所
が
私
情
協
「
情
報
活
用
教

育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
４
回
情
報
交
換
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　

私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
で
は
、
大
学
卒

業
時
に
全
て
の
学
生
が
修
得
し
て
お
く
べ
き

学
士
力
と
し
て
「
社
会
で
求
め
ら
れ
る
情
報

活
用
能
力
育
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
私
情
協

の
委
託
を
受
け
、
江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研

究
所
が
中
心
と
な
っ
て
教
育
モ
デ
ル
等
の
提

案
を
行
い
、「
情
報
活
用
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
24
日
（
金
）
に
は
、「
情
報
活
用
教
育

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
４
回
情
報
交
換
会
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
高
等
学
校
で

２
０
２
２
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
よ
り
共
通
テ
ス
ト
へ
の
導
入
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
情
報
Ⅰ
」
に
つ
い
て
、「
文
部

科
学
省
が
掲
げ
て
い
る
学
習
指
導
要
領
の
目

標
」、「
高
等
学
校
現
場
の
情
報
担
当
教
員
の

現
状
」、「
私
立
大
学
教
員
と
し
て
何
を
準
備

す
る
べ
き
か
」
の
3
つ
を
テ
ー
マ
に
、
白
熱

し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研
究
所
が

「
春
の
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研
究
所
が
3
月

17
日
（
金
）、「
春
の
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
３
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し

た
。
第
1
部
は
高
校
生
に
よ
る
研
究
発
表
、

第
2
部
は
「ST

EM

教
育
と
『
理
数
探
究
』

〜
高
大
接
続
と
企
業
と
の
連
携
の
可
能
性
〜
」

に
つ
い
て
、
教
員
に
よ
る
研
究
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
の
研
究
成
果

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
今
後
探
究
活
動
を

ど
う
進
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

流
山
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

5
月
4
日
（
木
）
の
み
ど
り
の
日
に
、
千

葉
県
流
山
市
の
花
と
緑
の
祭
典
『
流
山
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
3
』
が
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
南
口
都
市
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
文
化
学
科
の
廣
田
有

里
ゼ
ミ
が
花
絵
の
デ
ザ
イ
ン
を
企
画
・
担
当

し
ま
し
た
。
現
代
社
会
学
科
の
土
屋
薫
ゼ
ミ

と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
一
緒
に

３
０
０
０
個
以
上
の
花
と
野
菜
の
苗
を
並
べ
、

会
場
を
彩
る
巨
大
花
絵
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
映
像
放
送
研
究
部
が
小
久
保
利

己
教
授
の
指
導
の
も
と
、
当
日
の
様
子
を
撮

影
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
賑
わ
い
を
記
録

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
で
組
織
す
る
学
生
広
告

代
理
店
「
エ
ド
・
ア
ド
」（
社
長
：
武
居
楓
さ

ん
、
顧
問
：
井
上
一
郎
教
授
）
が
ス
テ
ッ
プ

ア
ー
ト
を
制
作
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に

会
場
で
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
と
見
比
べ
て
行

う
、
来
場
者
参
加
型
の
間
違
い
探
し
ゲ
ー
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。他
に
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
カ
メ
ラ
撮
影
の
企
画
、
文
房
具
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
行
い
、
多
く
の
親
子
連
れ
や
小

中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

社会・地域との連携・交流活動

大勢の来場者でにぎわいました 学生がデザインしたステップアート

講師を務める猶原和子特任教授
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江
戸
川
大
学
紀
要　

第
33
号

　

3
月
15
日（
水
）に
『
江
戸
川
大
学
紀
要
第

33
号
』が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。今
号
に
は
35
本

の
論
文
・
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ー

ジ
数
も
過
去
最
高
の
４
８
２
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
学
教
員
の
研
究
活
動
が
非
常
に
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
証
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

２
学
部
6
学
科
と
い
う
多
様
な
研
究
分
野

を
有
す
る
本
学
の
特
色
が
よ
く
出
て
お
り
、

様
々
な
研
究
領
域
の
水
準
の
高
い
研
究
成
果

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
度
よ
り

掲
載
原
稿
の
種
別
も
増
え
て
お
り
、
さ
ら
に

研
究
成
果
発
表
の
裾
野
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
教
育
研
究
所
紀
要 Inform

atio

第
20
号

　

２
０
２
２
年
度
に
行
わ
れ
た
2
回
の
情
報

教
育
研
究
会
「
問
題
解
決
力
を
育
成
す
る
情

報
科
の
授
業
を
ど
う
実
現
す
る
か
」「
教
師

教
育
に
お
け
る
探
究
活
動
の
教
材
開
発
と
実

践
」、
2
回
の
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
「
科
学

的
な
探
究
活
動
〜
対
面
だ
け
で
い
い
の
？
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
け
で
い
い
の
？
」「ST

EM

教
育
と

『
理
数
探
究
』
〜
高
大
接
続
と
企
業
と
の
連
携

の
可
能
性
〜
」
で
の
研
究
発
表
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
学
士
力
と
し
て
の
問
題
解
決
力

の
育
成
、
情
報
モ
ラ
ル
・ST

EM

教
育
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
論
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
川
大
学
国
立
公
園
研
究
所
年
次
報
告

N
P FO

RU
M

　

第
７
号

本
学
客
員
教
授
油
井
正
昭
先
生
の
巻
頭
の
言

葉
か
ら
始
ま
り
、
中
島
慶
二
研
究
所
長
、
研
究

所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
国
内
外
の
国
立
公
園
に
関

す
る
論
文
、
研
究
報
告
、
雑
誌
掲
載
記
事
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
3
月
に
実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ク
マ
と
人
の
つ
き
あ
い
方
を
い

ま
考
え
よ
う
〜
あ
つ
れ
き
を
最
小
化
す
る
た
め

の
対
策
と
は
〜
」
は
全
国
か
ら
１
５
０
名
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
大
変
盛
況
で
し
た
。
当

日
の
様
子
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
と
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
養
成
課
程
年
報

第
14
号

　

本
学
の
博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
養
成
課

程
で
は
、
学
生
の
博
物
館
と
関
わ
る
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
ま
た
博
物
館
の
実
際
の
活

動
を
学
習
す
る
た
め
に
、
博
物
館
見
学
や
博

物
館
で
の
実
務
実
習
に
加
え
、
企
画
か
ら
展

示
広
報
に
い
た
る
ま
で
の
学
芸
員
と
し
て
の

活
動
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
学
園
祭
で
企
画

展
示
を
課
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
実
務
実
習
の

み
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

第
14
号
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
実
施

で
き
た
実
務
実
習
を
学
生
が
作
成
し
た
報
告

書
と
指
導
教
員
の
研
究
ノ
ー
ト
と
い
う
形
で

本
邦
初
公
開
の
島
木
赤
彦
の
平
福
百
穂
宛
大

正
７
年
1
月
12
日
付
手
紙
の
翻
刻
を
成
果
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

図
書
館
報
エ
ウ
レ
カ　

第
50
号

　

昨
年
度
も
江
戸
川
大
学
総
合
情
報
図
書
館

に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
徐
々
に
制
限
を
解

除
し
な
が
ら
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
4
年
間
勤
め
ら
れ
た
福
田
一
彦
図
書
館
長

の
退
任
の
ご
挨
拶
や
、
図
書
館
多
読
賞
や
企

画
展
示
等
の
図
書
館
お
役
立
ち
情
報
、
図
書

館
ス
タ
ッ
フ
か
ら
お
す
す
め
の
本
・
映
画
な

ど
様
々
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
は
ぜ
ひ
、
図
書
館
へ
足
を
運

び
、
本
に
触
れ
て
少
し
で
も
明
る
い
気
分
に

浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

紀要等の発行
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R
EPO

R
T

科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

研
究
課
題

「
保
育
への
情
熱
が
保
育
者
の
精
神
的
健
康
及
び
保
育
の
質
に
与
え
る
影
響
」

（
２
０
２
３
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金　

基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）

　

仕
事
や
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
充
実
に
お

い
て
欠
か
せ
な
い
要
素
の一つ
に
「
情
熱
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
情
熱
（passion

）
と
は
、

「
個
人
が
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
多
く
の
時

間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
、
自
身
に
と
っ
て

重
要
だ
と
位
置
付
け
て
い
る
活
動
に
対
す
る

強
い
意
向
や
欲
求
」
と
さ
れ
て
い
る
概
念
で
す

（V
allerand et al.,2003

）。
概
念
と
し
て

の
説
明
を
聞
く
と
少
し
や
や
こ
し
く
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
葉
自
体
は
日
常
的

に
聞
く
こ
と
の
で
き
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
「
情
熱
」
に
は
2
種
類
の
状
態
が
存

在
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
調

和
的
情
熱
」、「
執
着
的
情
熱
」
と
し
て
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
（V

allerand et al.,2003
）。

調
和
的
情
熱
と
は
、「
重
要
と
位
置
付
け
て
い

る
活
動
と
他
の
活
動
と
の
統
制
が
と
れ
て
お

り
、
葛
藤
を
抱
え
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
状
態
」
を

指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
部
活
動
へ
の
調
和
的

情
熱
が
高
い
学
生
は
、
部
活
動
に
取
り
組
み

な
が
ら
も
日
々
の
課
題
や
定
期
試
験
に
も
計

画
的
に
取
り
組
む
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の

間
に
葛
藤
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
執
着

的
情
熱
と
は
、「
重
要
と
位
置
付
け
て
い
る
活

動
に
没
頭
し
過
ぎ
る
が
あ
ま
り
、
他
の
活
動

と
の
統
制
が
と
れ
ず
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
執

着
的
に
取
り
組
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
状
態
」
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
例
と
比
較
す

る
と
、
部
活
動
に
没
頭
し
過
ぎ
る
が
あ
ま
り

日
々
の
課
題
や
試
験
勉
強
が
手
に
つ
か
ず
、
課

題
に
取
り
組
め
て
い
な
い
不
安
が
部
活
動
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
部
活
動
と
学
業

と
の
間
に
葛
藤
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
送
る

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

情
熱
に
は
2
種
類
の
状
態
が
存
在
し
て
お
り
、

情
熱
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
へ
の
依
存
（V

allerand 
et al.,2003

）
や
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
尽

き
症
候
群
）
の
抑
制
（Carbonneau et 

al.,2008
）、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
競
技
意
欲
に

与
え
る
影
響
（
藤
田
、2017

）
な
ど
に
つ
い
て

海
外
を
中
心
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
熱
と
い
う
概
念
を
用
い
る
学
術
的

意
味
は
、
物
事
に
対
す
る
取
り
組
み
方
を
特

定
、
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
仕
事
に
対
し
て
情
熱

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
仕

事
の
成
果
が
出
な
い
、
む
し
ろ
、
心
身
の
健

康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
な
ど
に
、
そ
の

情
熱
の
種
類
を
特
定
し
て
、
日
常
生
活
を
含

め
た
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
方
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
状
況
の
改
善
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
近
年
、
離
職
率
の
高
い
と

言
わ
れ
る
保
育
者
を
対
象
と
し
て
、
情
熱
が

保
育
者
の
精
神
的
健
康
や
保
育
の
質
（
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
な
ど
）
に
与
え
る
影
響
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
状
況
を
改
善
す
る

た
め
の
新
た
な
視
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
獲
得
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
い
て
は
、
保
育
職
に
留
ま
ら
ず
、
わ
が
国
で

の
対
人
援
助
専
門
職
を
対
象
と
し
た
情
熱
研

究
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

メディアコミュニケーション学部
こどもコミュニケーション学科

蛯原正貴  講師
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各
学
科
に
よ
る
優
秀
論
文
・
卒
業
論
文

発
表
会
が
1
月
28
日
（
土
）
に
対
面
も
し

く
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
・
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
３

年
生
以
下
の
学
生
も
参
加
し
、
４
年
生
の

発
表
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
最
優
秀
論
文
と
し
て
選
考
さ
れ
た
卒

業
論
文
も
し
く
は
学
科
の
代
表
と
し
て
選

ば
れ
た
卒
業
論
文
を
紹
介
し
ま
す
。

社
会
学
部

⼈
間
⼼
理
学
科

「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
傾
向
と
注
意
・
欠

如
多
動
症
傾
向
な
ら
び
に
両
傾
向
の
併
存
に

関
連
す
る
睡
眠
の
特
徴
の
違
い
」

岡
本
猛
さ
ん
（
山
本
隆
一
郎
ゼ
ミ
）

　

本
研
究
で
は
、
睡
眠
の
質
（
不
眠
症
状
の
有

無
）
や
量
（
睡
眠
時
間
）、
位
相
（
朝
型
／
夜

型
傾
向
）
に
着
目
し
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
）、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意・欠
如
多
動
症
）、

Ａ
Ｓ
Ｄ
と
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
併
存
で
睡
眠
の
諸
特
徴

に
違
い
が
あ
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
傾
向
の
み
で
は
睡
眠
に
関
連
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
傾
向
は

夜
型
化
と
関
連
す
る
こ
と
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
傾
向
に
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
傾
向
が
加
わ
る
と
位
相
後
退
（
夜
型
化
）

が
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
疑
っ
た

際
に
、
夜
型
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
少
な

く
と
も
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
科

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
贈
与
と
顔
の
見
え
る

関
係
性
―
「
お
す
そ
わ
け
」
と
「
差
し
入
れ
」の
比

較
調
査
か
ら
―
」

沼
㟢
杏
香
さ
ん
（
川
瀬
由
高
ゼ
ミ
）

　

本
研
究
は
「
お
す
そ
わ
け
」
は
何
の
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も

と
、「
お
す
そ
わ
け
」
や
「
差
し
入
れ
」
と
い

う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
贈
与
を
比
較
し
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
記
録
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ら
が
も
た
ら
す
社
会
的
な
役
割
が
何
か
を

解
き
明
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
見
同
じ
行
為
の
よ
う
に
見
え
る
「
お

す
そ
わ
け
」と「
差
し
入
れ
」
は
そ
の
関
係
の
質

が
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
と
「
顔
の
見
え
な
い

関
係
」で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
社
会
学
科

「『
き
も
の
』は
若
者
に
ど
の
く
ら
い
需
要
が

あ
る
の
か
」真

野
美
香
さ
ん
（
安
田
英
土
ゼ
ミ
）

　

現
代
の
生
活
様
式
で
は
、
若
者
が
「
き
も
の
」

を
着
る
機
会
は
極
め
て
少
な
い
。
ど
う
す
れ
ば

若
者
は
「
き
も
の
」
を
着
る
よ
う
に
な
る
の
か
？

本
研
究
で
は
若
者
が「
き
も
の
」
を
着
な
い
理
由

を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
探
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、「
き
も
の
」
に
対
す
る
誤
解
や
認
識
不
足

が
若
者
の
間
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
れ
ら
の
阻
害
要
因
を
解
決
す
る
た
め
に
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
「
き
も
の
」
の
着
用
経

験
を
増
や
す
こ
と
や
、
業
界
の
古
い
体
質
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

「
高
校
生
が
抱
え
る
〝
見
え
な
い
貧
困
〟
食

生
活
問
題
の
解
決
に
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
が

果
た
す
役
割
」

竹
田
莉
奈
さ
ん
（
隈
本
邦
彦
ゼ
ミ
）

　

校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
と
は
、
学
校
に
も
家
庭

に
も
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
生
徒
の
た

め
、
地
域
の
支
援
団
体
等
が
学
校
内
に
彼
ら
が

く
つ
ろ
げ
る
場
所
を
作
ろ
う
と
い
う
活
動
で
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
全
国
に
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。
本
論
文
は
、
千
葉
県
内
に
初
め
て

校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
を
作
る
活
動
に
２
年
間
に

わ
た
っ
て
密
着
取
材
し
、
そ
れ
が
、
家
庭
の
事

情
等
で
１
日
３
食
が
十
分
に
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
う
食
の
問
題
を
抱
え
る
生
徒
た
ち
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
、
先
行
事
例
で
あ

る
大
阪
府
立
西
成
高
校
で
の
取
材
や
、
自
ら

の
居
場
所
カ
フ
ェ
運
営
ス
タ
ッ
フ
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
を
通
じ
て
分
析
し
ま
し
た
。

情
報
文
化
学
科

「
異
文
化
交
流
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
デ
ジ
タ

ル
絵
本
の
可
能
性
の
検
討
」

デ
ィ
ヌ
シ
ニ
ワ
ル
タ
ナ
ジ
ャ
ヤ
チ
ラ
カ
さ
ん（
廣
田
有
里
ゼ
ミ
）

　

本
研
究
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
と
関

係
が
深
い
文
化
を
日
本
人
に
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ブ
ッ
ダ
の
生
前
の
物

語
の
一
つ
を
日
本
語
訳
し
デ
ジ
タ
ル
絵
本
を
制

作
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
に
よ
り
、
日
本
人

は
ス
リ
ラ
ン
カ
と
そ
の
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知
り
、
理
解
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
絵
本
と
い
う
ツ
ー
ル
が
異
文
化
理

解
に
与
え
る
可
能
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

制
作
に
はA

dobe Illustrator

を
使
用
し
、

　
「Sam

a jathakaya

（
サ
ー
マ
ジ
ャ
ー
タ
カ

ヤ
）」
と
い
う
サ
ー
マ
王
子
の
昔
話
を
テ
ー
マ

に
し
、
表
紙
・
裏
表
紙
を
含
め
10
ペ
ー
ジ
の

作
品
を
完
成
さ
せ
、
完
成
さ
せ
た
絵
本
を
柏

市
観
光
協
会
の
方
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
現
状
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
異
文
化
交
流
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
効

果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

「
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
向
き
に
よ
る
乳
児
の
反
応
の
違
い
」

佐
藤
唯
香
さ
ん（
大
塚
紫
乃
ゼ
ミ
）

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
内
向
き
と
外
向
き
の
差
に

よ
っ
て
、
乳
児
の
反
応
が
異
な
る
の
か
実
験

検
証
し
た
論
文
で
す
。
3
名
の
乳
児
と
母
親

を
対
象
に
、
外
向
き
と
内
向
き
の
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
散
歩
を
し
て
い
る
最
中
の
乳
児
の
顔
の
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
外
向
き
時

に
は
子
ど
も
は
外
の
景
色
に
興
味
を
持
っ
て

車
や
人
に
視
線
を
向
け
て
お
り
、
内
向
き
時

に
は
外
に
も
興
味
を
持
ち
つ
つ
母
親
を
見
る

回
数
が
外
向
き
時
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

予
想
以
上
に
乳
児
は
外
の
世
界
へ
の
興
味
が

あ
り
、
反
応
に
は
個
人
差
も
見
ら
れ
る
こ
と

が
実
験
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

2022年度優秀論文発表会優秀論文
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外部表彰

情報文化学科の学生が
「令和4年度東京都SNSトラブル防止動画コンテスト」で優秀賞

こどもコミュニケーション学科の学生が
島木赤彦童謡コンクール一般の部で各賞受賞

情報文化学科の学生が東京都ファシリテーター養成講座に参加

　メディアコミュニケーション学部情報文化学科の川島歩さん（受賞当時は１年生）が、東京都都民安全
推進部主催「令和 4 年度東京都 SNS トラブル防止動画コンテスト」の静止画部門で優秀賞を受賞しました。
　このコンテストは、東京都都民安全推進部が近年問題となっている SNS 利用によるトラブルや自画撮り
被害などから青少年を守るための啓発活動として開催しています。
　川島さんの作品は「偽物の顔」というタイトルで、ネット上のアイコンの顔では本物の相手の顔がわから
ないことへの注意喚起を表現した作品となっています。

　メディアコミュニケーション学部こどもコミュニケーション学科の学生 6 名が第 22
回島木赤彦童謡コンクールの一般の部で、優秀賞をはじめとする各賞を受賞しました。
コンクールは、島木赤彦研究会が、赤彦童謡のように身近なくらしを取材した作品や
長野県諏訪の風土にあった作品を募集するものです。
　授業「こども文学創作演習」（担当：髙橋克特任教授）と「こどもと読み聞かせ・
児童文学」（担当：髙根沢紀子准教授）の受講者有志が学びの成果を表そうと挑戦し、
優秀賞を島田桃香さん、優良賞を入野由朱花さん・菊地弘乃さん、佳作を齊藤夏美さ
ん・山本栞名さん・市川果さんが受賞しました。

　東京都生活文化スポーツ局都民安全推進部では、中高生に適切なネット利用等の知識を習得・定着させるための講演会を実施して
います。また、生徒自身が当事者意識を持ち、問題を理解し、身を守るために、生徒同士によるグループワークも実施しています。
　情報文化学科の学生が、このグループワークを促進するファシリテーター（ボ
ランティア）として参加し、都内の各校で中高生の話し合いの活性化に貢献しま
した。
　この活動が東京都から高く評価され、4 月 27 日（木）に、江戸川大学学内で
感謝状贈呈式が行われました。情報文化学科の並木瞭磨さん（4 年）、増田千尋
さん（4 年）、飯田駿太さん（3 年）、石井小雪さん（3 年）、柏結斗さん（3 年）、
一瀬友さん（3 年）、グェン ティ ラン アインさん（3 年）に感謝状が授与されました。

2022年度資格取得支援制度の利用者数
資格名称 人数

実用英語技能検定（英検）2 級 4
実用英語技能検定（英検）準 2 級 8
TOEIC　800 点以上 1
TOEIC　700 点以上 2
TOEIC　600 点以上 3
TOEIC　500 点以上 15
TOEIC　400 点以上 11
基本情報技術者試験 2
情報セキュリティマネジメント試験 1
IT パスポート試験 18
Microsoft  Office Specialist（MOS） 123
Web デザイナー検定　ベーシック 7
マルチメディア検定　ベーシック 70
CG クリエイター検定　ベーシック 4
ウェブデザイン技能検定　２級（実技） 1

資格名称 人数
ウェブデザイン技能検定　２級（学科） 1
日本漢字能力検定（漢検）2 級 13
簿記検定試験（日商）2 級 2
簿記検定試験（日商）3 級 9
ビジネス会計検定　2 級 1
ビジネス会計検定　3 級 8
ファイナンシャル・プランニング技能検定（FP）2 級 2
ファイナンシャル・プランニング技能検定（FP）3 級 8
総合旅行業務取扱管理者 1
国内旅行業務取扱管理者 3
宅地建物取引士 1
秘書検定　2 級 7
秘書検定　3 級 48
ファッションビジネス能力検定　3 級 6
イベント検定 5

資格名称 人数
准 PR プランナー 1
PR プランナー補 6
日本語能力試験　N1（留学生対象） 1
BJT ﾋﾞｼﾞﾈｽ日本語能力テスト 600 点以上（留学生対象） 1
BJT ﾋﾞｼﾞﾈｽ日本語能力テスト 480 点以上（留学生対象） 2
睡眠改善インストラクター 8
ニュース時事能力検定　2 級 3
ニュース時事能力検定　準 2 級 2
ニュース時事能力検定　3 級 3
eco 検定（環境社会検定試験） 2
世界遺産検定　２級 2
世界遺産検定　３級 12
合計 428

栄典・表彰
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施設・設備
Ｄ
棟
の
教
室
拡
張
お
よ
び
専
門
学
校（
Ｇ
棟
）の

⼀
部
教
室
の
変
更

　

学
生
数
の
増
加
に
伴
う
教
室
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
不
足

に
対
応
す
る
た
め
Ｄ
棟
２
２
１
教
室
・
３
２
１
教
室
に

つ
い
て
、
ゼ
ミ
教
室
を
中
規
模
教
室
に
拡
張
す
る
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、
１
３
０
人
規
模

の
教
室
が
2
つ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
伴
っ

て
不
足
し
た
Ｄ
棟
の
ゼ
ミ
教
室
は
、
専
門
学
校
の
あ
る

Ｇ
棟
2
階
の
演
習
室
な
ど
、
小
規
模
教
室
計
５
教
室
を

大
学
専
用
教
室
に
変
更
し
、
確
保
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｖ
機
器
の
設
置
・
更
新

　

Ｄ
棟
２
２
１
教
室
、
３
２
１
教
室
に
新
規
Ａ
Ｖ
機
器

を
設
置
し
ま
し
た
。
新
規
Ａ
Ｖ
機
器
に
は
、
最
新
の

レ
ー
ザ
ー
光
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
棟
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
、
Ｅ
棟
映
像
ホ
ー
ル

の
Ａ
Ｖ
機
器
を
更
新
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

H
D

M
I

入
力
に
対
応
し
、
高
解
像
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で

高
画
質
の
出
力
が
可
能
と
な
り
、
視
認
性
が
格
段
に
良

化
し
ま
し
た
。
天
吊
り
カ
メ
ラ
も
更
新
さ
れ
、
配
信
用

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
を
行
う
際
に
ス
ラ
イ
ド
と
ス
テ
ー

ジ
上
の
講
師
の
姿
を
同
時
に
配
信
す
る
こ
と
な
ど
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

メモリアルホール、映像ホールはリアルタイムネット中継が可能

Ｋ
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施

　
Ｋ
棟
を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
た
め
の
マ
ル
チ
な
学
習

室
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
結
果
の
解
析
な
ど
に
必
要
な
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
自
習
や
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
現
場

で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
場
面
を
中
継
・
投
影
・
録
画

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。
フ
ィ
ー
ル

ド
研
修
や
調
査
な
ど
の
記
録
・
写
真
・
レ
ポ
ー
ト
・
卒

業
論
文
を
共
有
で
き
る
ア
ー
カ
イ
ブ
も
順
次
構
築
さ
れ
、

現
代
社
会
学
科
の
学
び
の
特
徴
「
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
学

び
」
を
支
え
、
促
進
す
る
自
主
学
習
室
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

2023年度　科研費交付内定一覧
開始年度 終了年度 研究種目 部局名 職名 氏名 研究課題名 直接経費 間接経費 経費合計

１ 2023 2025 基盤研究 (C) 社会学部 准教授 関根理恵
武力紛争時の文化財保護に関する研究ー第二次
世界大戦期を事例としてー

3,500,000 1,050,000 4,550,000

2 2023 2025 基盤研究 (C)
メディア

コミュニケーション学部
講師 蛯原正貴

保育への情熱が保育者の精神的健康及び保育の
質に与える影響

2,600,000 780,000 3,380,000

3 2023 2025 基盤研究 (C) 社会学部 教授 浅岡章一
集団成員の睡眠不足が集団パフォーマンスに与
える影響

2,400,000 720,000 3,120,000

4 2023 2027 若手研究 社会学部 講師 川瀬由高 漢人社会研究における非集団論の理論的定位 3,500,000 1,050,000 4,550,000
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現代社会学科

経営社会学科

マス・コミュニケーション学科

人間心理学科

情報文化学科

こどもコミュニケーション学科

基礎・教養教育センター 

教職課程センター 

学生相談室 

国際交流センター 

入学センター 

アスリートセンター

キャリアセンター

地域連携センター 

睡眠研究所 

国立公園研究所 

こどもコミュニケーション研究所 

広報課 

入学課 

学術情報課 

教務課 

学生課 

就職課 

情報教育研究所 

企画総務課（法人経理部門） 

2023 年度 江戸川大学 教育・研究・事務組織図 

社会学部

メディアコミュニケーション学部

事 務 局 

江戸川大学 
＜学長＞ 

学術研究所 

学 生 部 

総合情報図書館 

教 務 部 

センター

大

学

経

営

会

議 

＜副学長＞ 

Ｉ

Ｒ

推

進

室 

国際室 

総

務

部 

学

務

部 

広

報

室 

大 
学 
運 
営 
委 
員 
会 

こどもコミュニケーション 
実習センター 

心理相談センター 

学

長

室

会

議 

内

部

質

保

証

推

進

会

議 

2023年度　江戸川大学   教育・研究・事務組織図
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2023 年度  学内研究助成金配分表

教育改革推進経費採択課題

 研究者名　○代表者 　　　  　　研　　 　　究　　　 　題　 　　　目 計画年数 配分額 備　　考

社
　
　
会
　
　
学
　
　
部

人
間
心
理
学
科

○ 浅岡章一
山本隆一郎
西村律子
野添健太

内受容感覚と睡眠に関する包括的 Web 調査研究 単年度 1,100,000 新規

○ 西村律子
浅岡章一
山本隆一郎
野添健太

睡眠習慣の乱れが与える認知機能への影響は年齢によって異なるか？
－記憶（ワーキングメモリ）への影響の検討－

2 年度 745,000
継続

2 年目

○ 西村律子
浅岡章一

睡眠の乱れによる認知機能の変動が幽霊遭遇体験に及ぼす影響
－オンライン実験を用いた検討－

単年度 360,000 新規

計 （３件） 2,205,000

経
営
社
会
学
科

○ 伊藤　彬
大学男子バスケットボール選手における傷害調査 2 年度 700,000 新規

○ 髙野直樹
離散的選択モデルを用いた第５世代移動通信システム（５Ｇ）の需要分析 2 年度 408,000 新規

○ 安田英土
周楊華 在日外資系企業のイノベーション活動の分析 単年度 610,000 新規

計（３件） 1,718,000
社会学部合計（６件） 3,923,000

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

○ 新井正彦
鈴木秀生 ニュージーランド海外研修における課外活動プログラムによる教育的効果に関わる研究

～ニュージーランド研修の現地調査をもとに～
単年度 220,000 再申請

計 （１件） 220,000 

情
報
文
化
学
科

○ 小原裕二
山口敏和 STEAM 教育を実現するためのアクティブ・ラーニング教材開発

～高大連携での実践を踏まえて～
2 年度 480,000

継続
2 年目

計 （１件） 480,000
ﾒﾃﾞｨｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部合計（２件） 700,000

学部 （単位：円）

（単位：円）研究所・センター
研究者名　○代表者 　　　  　　研　　 　　究　　　 　題　 　　　目 計画年数 配分額 備　　考

基
礎
・
教
養
教
育

セ
ン
タ
ー

 ○     福島亜理子
　　　三谷彩華

音声を活用した授業改善の検討 単年度 333,000 新規

合計（１件） 333,000

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

 ○     三谷彩華

IT 系の資格取得を目指す留学生のための日本語教材の開発 単年度 154,000 新規

合計（１件） 154,000

睡
眠
研
究
所

 ○     福田一彦
　　  浅岡章一
　　  西村律子
　　  山本隆一郎
　　  野添健太
　　  奥山慎也
　　  原真太郎

大学生における睡眠習慣が大学生活に与える影響

－縦断調査を用いた検討－
5 年度 170,000

継続
4 年目

合計（１件） 170,000

情
報
教
育
研
究
所

 ○     玉田和恵
　　  松尾由美 価値創出を目指した ICT 問題解決力育成のカリキュラム開発と展開

～文系私立大学への普及を目指したデータサイエンス・AI 教育の試み～  

  

2 年度 850,000
継続

2 年目

合計（1 件） 850,000
研究所・センター合計（４件） 1,507,000

総合計（12 件） 6,130,000

教員名 　予算要求額　 決定配分額 改革案タイトル 実施予定時期

浅岡章一 652,900 652,900 本学における合理的配慮提供の実現に向けた組織的取組 2023 年 4 月

山口敏和 200,000 200,000 e ラーニングシステムを用いた学びの習慣付けおよび初年次からのキャリア教育支援 2023 年 4 月
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「
小
さ
き
足
跡
」
は
、
当
時
の
江
戸
川
学
園
理
事
長
で
あ
っ
た
木
内
き
ぬ
先
生
が
原
稿
を
執
筆
し
、

江
戸
川
女
子
高
等
学
校
の
先
生
と
生
徒
が
編
集
し
た
冊
子
で
す
。
十
二
号
は
、
創
立
二
十
五
周
年
を

記
念
し
て
、
江
戸
川
学
園
物
語
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
原
文
の
ま
ま
連
載
し
ま
す
。

　

昭
和
廿
七
年
一
月
五
日
午
前
十
一
時
十
分
、
江
戸
川
女
子
高
等
学
校
並
び
に
江
戸
川
中
学
校
長
兼

理
事
長
木
内
栄
三
郎
の
訃
報
は
都
下
各
新
聞
の
報
ず
る
所
と
な
つ
て
、
壱
千
餘
名
の
卒
業
生
、
友
人

知
人
に
伝
つ
た
。
こ
ゝ
に
校
葬
の
礼
を
以
つ
て
学
園
再
生
の
恩
人
を
葬
つ
た
の
で
あ
る
。
香
煙
蒙
々

と
し
て
会
葬
の
群
は
堂
に
こ
ぼ
れ
た
。

　
　
　

若
き
命
育
む
業
に
生
涯
を
捧
げ
し
人
の
足
跡
は
消
え
ず

　

此
の
時
の
葬
儀
委
員
長
は
松
岡
先
生
の
代
か
ら
終
始
一
貫
こ
の
学
校
に
籍
を
お
か
れ
る
杉
浦
ち
づ

先
生
が
務
め
ら
れ
た
。

　

二
つ
の
壺

　
　
　

小
さ
な
命
は
失
わ
れ
て　
　

石
室
深
く
埋
め
ら
れ
て
し
ま
つ
た

　
　
　

親
達
の
嘆
き
を
外
に　
　

そ
れ
か
ら
廿
年　

　
　
　

今
そ
の
傍
に
さ
ゞ
れ
石
の
よ
う
に
真
白
な　
　

光
の
通
ら
な
い
石
室
の
中
に

　
　
　

あ
な
た
の
骨
が　
　

家
族
が
一
人
殖
え
た
と
て

　
　
　

稍
々
大
き
な
つ
ぼ
に
入
れ
ら
れ
て　
　

別
に
喜
び
も
悲
し
み
も
な
い

　
　
　

寄
り
添
う
よ
う
に
置
か
れ
た　
　

の
ぞ
い
て
は
な
ら
な
い
神
秘
を
見
る
よ
う
に

　
　
　

且
つ
て
血
の
通
つ
て
い
た
二
つ
の
生
命
も　
　

薄
光
の
中
に
息
を
つ
め
て
凝
視
め
て
居
た 

　
　
　

今
は
大
き
な
壺
、
小
さ
な
つ
ぼ
に
過
ぎ
な
い　
　

人
々
の
手
向
け
る
香
煙
が

　
　
　

だ
が
私
に
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
玉　
　
　

早
春
の
空
に
解
け
て
行
く
、残
さ
れ
し
者
の
う
つ
ろ
な
心
。

三
度
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
て

　

先
づ
陣
容
を
整
え
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
。
理
事
会
の
決
議
に
よ
つ
て
、
私
が
理
事
長
に
、

木
内
一
郎
氏
が
校
長
兼
理
事
。

　
　
　

佐
藤
金
屈
株
式
会
社
々
長　
　
　

佐
膝
保
氏
（
理　

事
）

　
　
　

県
立
筑
波
学
園
長 

　
　
　
　

  

岡
野
豊
四
郎
氏
（　

仝　

）

　
　
　

専
賣
局
事
務
課
長　
　
　
　
　
　

山
中
久
一
氏
（　

仝　

）

　
　
　

                                       

岩
崎
勝
二
氏
（
会
計
監
査
）

                                                

沼
館
定
廉
氏
（　

仝　

）

　
　
　

宜
伝
社
々
長 

　
　
　
　

  

石
塚
信
夫
氏
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

そ
し
て
評
議
員
五
名
が
卒
業
生
、
職
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て
、
ス
タ
ー
ト
は
切
ら
れ
た
。

幸
に
し
て
三
代
目
現
校
長
は
、
靑
山
師
範
が
旧
制
高
等
師
範
を
卒
菜
し
て
公
立
学
校
に
一
ヶ
年
の
経

験
を
持
つ
て
い
た
の
で
、
教
育
の
面
は
お
委
せ
し
て
、
安
心
で
あ
つ
た
の
で
、
私
は
専
ら
事
業
面
に

力
を
注
ぐ
事
に
し
た
。
大
へ
ん
な
男
気
が
必
要
で
あ
り
、
悲
壮
な
決
意
は
時
に
悲
願
に
さ
え
思
え
て

来
る
。

　
『
故
人
に
祈
り
つ
ゝ
休
当
り
で
や
つ
て
行
け
日
！
』
そ
れ
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
つ
た
。

陣
容
が
整
つ
た
ら
、
教
育
の
場
を
新
ら
し
く
し
て
環
境
を
よ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
人
の
卅

五
日
も
無
事
に
済
ま
せ
て
、
私
は
旧
校
舎
の
改
築
を
決
意
し
た
。
が
そ
の
原
動
力
を
ど
う
す
る
か
、

そ
の
頃
は
未
だ
私
立
学
校
三
法
案
も
遥
過
し
て
な
い
、
従
つ
て
私
学
振
興
会
に
頼
る
わ
け
に
も
行
か

な
か
つ
た
。

 　

岡
野
理
事
の
賛
意
を
得
て
、
昭
和
廿
七
年
五
月
一
日
二
人
は
佐
藤
氏
を
訪
間
し
た
。
仝
氏
の
木
内

に
対
す
る
信
用
は
、
私
に
対
す
る
信
用
に
ま
で
延
長
し
て
い
た
こ
と
を
知
つ
て
涙
が
こ
ぼ
れ
る
程
う

れ
し
か
つ
た
。

そ
れ
は
故
人
の
餘
徳
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
、
佐
藤
理
事
は
資
金
面
の
裏
付
け
を
確
約
し
て
下
さ
つ

た
。

　

之
に
力
を
得
た
私
は
直
ち
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
訪
間
し
て
そ
の
む
き
を
相
談
す
る
と
、
大
へ
ん
喜
ん

で
下
さ
つ
て
、 

す
ぐ
委
員
会
を
開
い
て
江
戸
川
学
園
改
築
後
援
会
を
組
織
し
て
下
さ
つ
た
。
八
月
の

暑
熱
を
お
か
し
で
東
奔
西
走
会
長
初
め
委
員
の
方
々
は
よ
く
協
力
し
て
下
さ
つ
た
。 

　

か
く
て
十
一
月
五
日
創
立
記
念
日
に
は
講
堂
並
び
に
二
階
二
教
室
が
完
成
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　

グ
リ
ー
ン
と
白
壁
の
朋
る
い
調
和　
　

末
摘
花
が
表
れ
て
平
安
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ

　
　
　

遂
に
竣
工
を
見
た
学
園
の
講
堂 　
　

時
に
バ
ッ
ハ
の
曲
目
が
流
れ
て

　
　
　

手
足
も
靑
春
の
心
も　
　

組
合
せ
式
の
床
板
に
ひ
ゞ
く

　
　
　

の
び
の
び
さ
せ
て　
　

建
設
の
苦
悩
を
乗
り
越
え
た
喜
び
が

　
　
　

娘
達
は
踊
る　
　

か
す
ん
だ
網
膜
を
往
来
す
る

　
　
　

ス
テ
ー
ジ
に
光
源
氏
が
現
れ

（
出
典
：
小
さ
き
足
跡
十
二
号
「
創
立
二
十
五
周
年
江
戸
川
学
園
物
語
」）

創
立
二
十
五
周
年 

江
戸
川
学
園
物
語

小
さ
き
足
跡
十
二
号
（
昭
和
三
十
一
年
発
行
）

第
五
回



◎編集後記
　学報の作成にあたり、キャンパスの写真を撮ろうと学内を歩いた際、学生が教室で
真剣に授業を受ける姿や、友人同士語らい楽しそうに過ごしている光景を目にしまし
た。新型コロナウイルスも 5 類に移行し、制限も徐々に解除されています。学生た
ちには今まで我慢してきた分、思いっきり学生生活を謳歌してほしいと思います。
　今年度は４年ぶりに江戸川ウォークが開催されました。雨模様が予想されていまし
たが、天候にも恵まれて無事開催することが出来ました。マスク着用も緩和されたこ
とで、学生たちの笑顔を見られたことがとても印象に残っています。
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遠山海斗さんの作品「晴天の浅間神社」

遠山海斗さん（4 年）のコメント
　現代社会学科で学んだ「異文化を感じ
るためには、まず自文化を理解しなけれ
ばならない」という考えのもと、私が育っ
た千葉県に趣味を生かして貢献できる本
コンテストに応募しました。募集条件で
ある「ちば文化資産に関するもの」を充
たすものとして、馴染みのあった千葉市
の「稲毛浅間神社」が浮かびました。制
作にあたっては、切手としてデザインさ
れることを念頭に置きながら、色彩豊か
に、かつ浅間神社の気品と落ち着きを表
現しようと心がけました。投票をしてく
ださった方々に心からお礼申し上げます。

現代社会学科の学生が千葉県誕生150周年記念
「ちば文化資産」オリジナルフレーム切手デザインコンテストで受賞

　社会学部現代社会学科 4 年の遠山海斗さん
が、「ちば文化資産」オリジナルフレーム切手
デザインコンテストの【絵画部門】一般（16
歳以上）の部で受賞しました。
　このコンテストは千葉県誕生 150 周年を記
念して開催され、厳選なる 1 次審査の結果、
応募総数 1107 作品の中から 20 作品が受賞作
品として選ばれました。その中でも投票で選
ばれた 10 作品は、「千葉県誕生 150 周年記念
オリジナルフレーム切手」として販売されます。
　みごとにコンテストを勝ち抜き、上位 10 作
品に選ばれた遠山さんの作品は、「晴天の浅間
神社」というタイトルです。気品と落ち着きの
ある浅間神社を描いた作品となっています。

駒木祭　11 月 2 日（木）、3 日（金・祝）

研究所主催イベント

江戸川ガールズアワード　11 月 3 日（金・祝）

学長のカレータイム
「辛口（意見）甘口（意見）どんとこい！」　江戸川大学の学園祭は、学生で組織する学園祭実行委員

会が中心となり、毎年、学科やゼミの教育研究活動の展示
をはじめ、模擬店の出店や様々なイベントが行われます。

　社会学部経営社会学科のファッション・音楽ビジネスコー
スでは、「演習・実習」科目での取り組みとして音楽とファッ
ションの融合を発信するイベント「Edogawa Girls Award」
の企画から運営までを実施しています。
　14 回目となる今回は、日本全国の音楽が好きな高校生で、
女性をボーカリストにしたバンド又は女性ソロアーティスト
を対象とした、「NEXTAGE ARTIST Audition」を実施します。
決勝進出者 5 組（予定）には 11 月 3 日学園祭当日に開催さ
れる「Edogawa Girls Award」の決勝審査で、オリジナル曲
を生披露していただきます。

　小口彦太学長は、「学生の生の声を大学運営にいかしたい」
という思いのもと、2016 年からお昼に学生たちとカレーを
食べながら談笑するカレータイムを実施しています。新型コ
ロナウイルスの影響で、2019 年以来、4 年ぶりの開催となっ
た今年は、エドポタ（ポータルサイト）やポスター等で幅広
く在学生に呼びかけ、1 回目は現代社会学科、経営社会学科、
情報文化学科所属の男子学生 3 名と行いました。初めは緊
張した面持ちの学生達でしたが、次第に打ち解けて、和やか
な雰囲気で会話を楽しんでいました。今後は月に 2 回のペー
スでカレータイムを実施予定です。

第 11 回情報教育研究会　7 月 30 日（日）
第 11 回サイエンスセミナー　8 月 7 日（月）
こどもコミュニケーション研究所フォーラム　11月3 日（金・祝）
※この他のイベントを含め、詳細が決まり次第、各研究所のウェブページでご案内します。

2023年度に予定されているイベントEvent


